
年間授業計画　新様式例

教　科： 科目： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 5 組

使用教科書： （ ）

教科 の目標：

科目 の目標：

〇 〇 〇

高等学校 令和６年度（１学年用） 教科 総合的な探究の時間 科目 総合的な探究の時間（人間と社会）

総合的な探究の時間 人間と社会 1

「人間と社会」改訂版　　東京都教育委員会

総合的な探究の時間（人間と社会）

【 知　識　及　び　技　能 】 将来の進路実現に向け、働くことについて、情報を収集し、整理・分析して得る知識及び技能

【思考力、判断力、表現力等】 自分に適した進路実現は何かを自ら考え、課題を設定し、自分の考えを他者に伝える能力

【学びに向かう力、人間性等】
よりよい人間関係を築くとともに、社会の一員として、自己の在り方生き方を自ら考え、探究し、主体的に判断して行動する能力
や態度

総合的な探究の時間（人間と社会）

【知識及び技能】 【思考力、判断力、表現力等】 【学びに向かう力、人間性等】

各章のテーマ、主題に沿った主たる道徳的価値
と、基礎的、汎用的な能力について理解し、そ
れを身に付けている。

各章で育む基礎的、汎用的な能力について考え
を深めるとともに、自己の考え方と他者の考え
を交換する中で、多面的、多角的な考察する能
力を身に付ける。

主題に対する考えとその理由を明確にするとと
もに、他者と協働して課題を解決する資質、能
力を身に付ける。

単元の具体的な指導目標 指導項目・内容 評価規準 知 思 態
配当
時数

オリエンテーリング
【知識及び技能】
年間を通して実施する「人間と社会」
についての説明を聞き、取り組む内容
を理解するとともに主体的に取り組む
態度を養う。
【思考力・判断力・表現力等】
自らの考えを適切に発信し、他者の意
見を尊重するとともに物事を多面的、
多角的にとらえる力を育む。
【学びに向かう力、人間性等】
自らの特性を知り、自分の進路につい
て考える

・「人間と社会」についての基礎知
識、年間の内容、進め方等について
学習し、探究とは何か、どのように
探究するのか学ぶ。
・ＹＳＷセルフマネジメントガイダ
ンス①
　（自己、他者理解）
自らの考えを適切に発信し、他者の
存在や考え等を尊重することができ
る。
・ＴＫバッテリーテストの実施
・進路適性検査を実施
生徒自身が自分の特性を知り、自分
に合った進路を主体的に見つけ出し
ていく。

（内体験４時間）

【知識・技能】
・講演会、オリエンテーションを聞き、内容を理解するとと
もに感想や要約として自分の言葉でワークシートを記入する
ことができる。
【思考・判断・表現】
・自分と異なるものの見方、考え方に触れ、自分の考えをさ
らに深めることができる。
・自己の進路と進路実現について、自己の考えを深めるとと
もに、課題適応能力を身に付けている。
・新たに情報を集め、整理、分析できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・進路や自分の適性について自分事としてとらえ、解決しよ
うとしている。
・課題解決に複数で取り組み、他者と協働することの重要性
を理解している。
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○ ○ 4

○ 7

12章　支えあう社会
【知識及び技能】
「公共の精神」に関する道徳的価値を
理解し、主体的に課題を解決する資
質、能力を身に付ける。
【思考力、判断力、表現力等】
人の一生における予測できない事態を
どのように解決するかを自助、共生、
公助という視点から考察する。
【学びに向かう力、人間性等】
本章で学ぶ事項を通し、他者と協働し
ながら支えあう社会を主体的に生きて
いこうとする態度を育む。

・自然災害での救援活動を通じて、
支え合う社会を築くために大切なこ
と、人生のリスクや自助・共助・公
助の大切さについて学び、自分の考
えや、班の考えをまとめ、発表す
る。
課題の設定：地域に貢献できること
は何か
情報の収集： 体験活動で命の大切さ
を知る。
整理・分析：自助、共助、公助を理
解する。
まとめ・表現：活動報告書（ワーク
シート）にまとめる。

・救急救命講習を通じて、命の大切
さ、自助、共助、公助の大切さを学
ぶとともに、自分ができることを探
究する。
連携先　東京消防庁蒲田消防署

（内体験４時間）

【知識・技能】
・人生におけるリスクについて考えた上で、共助や公助の制
度や役割について分析できる。
・学んだことを生かして話し合いを進め、知識の定着、自分
の考えを効果的に説明する技能を身に付けている。
・必要な情報を自分で取捨選択し、既存の知識や経験と結び
つけながら、構造化する力を身に付けている。
【思考・判断・表現】
・自分と異なるものの見方、考え方に触れ、自分の考えをさ
らに深めることができる。
・「公共の精神」について、自己の考えを深めるとともに、
課題適応能力を身に付けている。
・新たに情報を集め、整理、分析できている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・社会を構成する当事者として、社会の中に存在する様々な
課題に向き合い、解決しようとしている。
・課題解決に複数で取り組み、他者と協働することの重要性
を理解している。

○

18章　対立から国際平和を考える
【知識及び技能】
「国際理解、国際貢献」に関する道徳
的価値を理解し、社会の一員として主
体的に行動する資質、能力を身に付け
る。
【思考力、判断力、表現力等】
議論する活動を通して、自分の主張と
他の生徒の主張の違いや共通点を踏ま
え、より広い視野で多面的、多角的に
考察させる。
【学びに向かう力、人間性等】
本章で学ぶ事項を通し、生じた疑問や
関心を挙げ、共有することで新たな問
いを生み出している。

・ＹＳＷセルフマネジメントガイダ
ンス②
　（アンガーマネジメント）
自分の感情を適切に伝えるスキルを
学ぶことで、周囲との良い人間関係
を築き上げ、自己肯定感を高めてい
く。

戦争・紛争の原因や欧州連合の成立
を通して、対立と合意形成など国際
平和を考える上で大切なことを探究
する。
課題の設定：様々な立場の人がいる
ことを考える。
情報の収集：演習で異文化を知る。
整理、分析：他の国の生活を考察す
る。
まとめ・表現：グループでディス
カッションし、発表する。

・世界が直面する地球的規模の課題
を、展示で学ぶことで、開発途上国
の人々がどのような暮らしをしてい
るのか、どのような考えでいるのか
などを探究し、グループでディス
カッションし、発表する。
連携先　ユニセフハウス（演習Ⅰ）

（内体験２時間）

【知識・技能】
・戦争、紛争や対立についての事例や発生原因を整理、分析
できる。
・既存の知識や経験を対立解消や合意形成の視点で捉え直し
ている。
・世界の中の日本人として知るべき情報や国際貢献に必要な
資質、能力について考えている。
【思考・判断・表現】
日本と国際社会の関わりから必要な情報を整理、分析し、広
い視野で考察ができる。
・国際平和の実現に向けて国際的視野を広げ、多面的、多角
的に考えることができる。
・国際関係の歴史的背景や外国についての知識を得て整理、
分析、比較ができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・集団生活の中で、人間としての在り方や生き方に対する自
覚を深めている。
・国際関係や国際社会について、既習事項や図書資料などを
活用して取り組んでいる。

○ ○
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１章　人間関係を築く
【知識及び技能】
「相互理解」「思いやり」の道徳的価
値を理解し、人間関係の構築が社会の
最も基本的な要素であることを理解す
る。
【思考力、判断力、表現力等】
教科書本文や話し合い活動を通して他
者の意見に触れ、自己との考え方の相
違に気付かせるとともに、自己理解に
役立てる。
【学びに向かう力、人間性等】
本章で学ぶ事項を通し、自分自身の
「人間関係を築くこと」についての考
えとその理由を明らかにする。

・学校生活（校外学習や体育祭実行
委員、文化祭実行委員など）の役割
を通じて、自己理解、他者理解、コ
ミュニケーションの取り方につい
て、人を思いやり自分ができること
を探究し、意見を発表する。
課題の設定：自己理解、他者理解を
する。
情報の収集：体験で様々な人がいる
ことを知る。
整理、分析：人を思いやる心を考え
る。
まとめ・表現：活動報告書（ワーク
シート）にまとめる。

・車椅子体験学習を通じて、人を思
いやる気持ちや、共助、公助の大切
さを学び、自ら積極的に何ができる
のかを考え、グループで話し合うこ
とで、他者理解を深める。
連携先　NPO法人VCAS
共に生きる

（内体験４時間）

【知識・技能】
・話合いを通じて、知識の定着ができている。
・自分の考えを効果的に説明する技術を身に付けている。
・他社の異なる考えに触れ、視野を広げることができてい
る。
【思考・判断・表現】
・自分の考えを文章にまとめて表現ができる。
・相手の考えを理解し、尊重することができる。
・他社との交流を通して新たに情報を集め、整理、分析し、
自分の考えを深めることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・社会の一員として積極的に課題解決に取り組もうとしてい
る。
・他者と協働することの重要性を、演習を通して学ぶことが
できている。
・様々な異なる意見を尊重し、それぞれのよさを生かすよう
な関係性をつくれている。

○ ○ ○

１
学
期

２
学
期



〇 〇 〇

〇 〇 〇

３章　働くことの意義
【知識及び技能】
「社会参画、公共の精神」「勤労」
に関する道徳的価値を理解し、働く
ことの意味を担任やワークショップ
の体験を通して理解する。
【思考力、判断力、表現力等】
働くことを通して、長期的には人や
地球が豊かになっていることについ
て考えるとともに、仕事を通して成
長することについて、意見交換を
し、考えを深める。
【学びに向かう力、人間性等】
本章で学ぶ事項を通し、働く人一人
一人がよりよい展望をもてるように
し、同時に社会の貢献に繋がってい
ることについて考え、その理由を明
らかにする。

・ＹＳＷセルフマネジメントガイ
ダンス②
　（アサーショントレーニング）
自分の意見を適切に伝えられるよ
うに、相手との意思疎通を図るよ
うにする。

・ＮＰＯ法人によるワークショッ
プを活用し、たくさんの職業があ
ることを知り、働くことの意義に
ついて探究する。
連携先　株式会社　昭栄広報
課題の設定：職業を理解する。
情報の収集：体験で多様な職業が
あることを知る。
整理、分析：興味関心のある職業
の話をきく。
まとめ・表現：活動報告書（ワー
クシート）にまとめる。
（内体験４時間）

【知識・技能】
・「働くこと」がどのようなことなのか情報を整理し、
理解している。
・自分の考えを効果的に説明したりする技能を身に付け
ている。
・「働くこと」についてのイメージや既存の知識と、体
験活動等で得られた考えを重ね、視野を広げることがで
きている。
【思考・判断・表現】
・「社会参画、公共の精神」「勤労」について自己の考
えを深めている。
・多様な生き方に関する様々な情報を適切に取捨選択、
活用できている。
・新たに情報を集め整理、分析し、新しい知識を得たこ
とにより、思考力、判断力を高めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・社会の中で自己のよさや可能性を生かす力、前向きに
将来を設計する態度が身についている。
・他者と協働することの重要性を、体験活動などを通し
て実感できている。
・集団の中での事故の役割を理解し、責任を自覚すると
ともに、演習や体験活動に主体的に関わっている。
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振り返り・まとめ
【学びに向かう力、人間性等】
年間を通して自分が行ってきた活動
を振り返り、反省をするとともに、
次年度に向けて自己の学びの調整を
する。

・年間活動のまとめ
　一年間の振り返りを行った上、
グループでディスカッションし、
発表する。

【主体的に学習に取り組む態度】
・自己の学びの足跡を振り返り、反省した内容をワーク
シートにまとめることができる。
・ディスカッションにおいて自分と異なる意見を尊重
し、物事を多面的、多角的にとらえる広い視野がもてて
いる。
・年間の学びを振り返り、次年度に向け自己の学習の調
整ができる。

〇

2

合計

７章　選択し、行動する
【知識及び技能】
「自主、自立、自由と責任」に関す
る道徳的価値を理解し、主体的に行
動しようとする資質、能力を身に付
ける。
【思考力、判断力、表現力等】
選択、行動について、考察や意見交
換を行い、思考を深める。
【学びに向かう力、人間性等】
本章で学ぶ事項を通し、失敗から学
ぶ姿勢をもって行動することの意義
を明らかにし、学習を踏まえて生じ
た疑問や興味・関心を高める。

・自分の生き方について、自ら考
え、選択するために、専門学校や
大学、企業を訪問し、職業別ワー
クショップを体験することで、自
分の進路を自分自身で、探究する
力を養う。
連携先　株式会社　日本ドリコム
課題の設定：自己の進学について
考える。
情報の収集：進学、就職の情報に
ついて体験を通して得る。
整理、分析：興味関心のある職業
の話をきく。
まとめ・表現：活動報告書（ワー
クシート）にまとめる。グループ
でディスカッションし、発表す
る。

（内体験４時間）

【知識・技能】
・自分の考えを効果的に説明する技能を身に付けてい
る。
・様々な考えを聞き、必要な情報を取捨選択し、既存の
知識や経験と結びつけながら構造化する力がついてい
る。
【思考・判断・表現】
・自ら情報を収集し、整理、分析を基に考察した内容を
発表、討論できる。
・自分とは異なる味方、考え方に気付き、自分の考えを
深めることができる。
・新たに情報を集め、整理、分析したり、新しい知識を
得たことによって、意見や考えを深めている。
【主体的に学習に取り組む態度】
・社会の一員として積極的に課題解決に取り組もうとし
ている。
・他者と協働することの重要性を、演習や実習を通して
実感できている。
・相手の考えを尊重し、認め合い、それぞれのよさを生
かそうとしている。
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